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֓ཁ　FBTレーザモジュールにおいて、高性能化と高信頼性化のためにモジュールと部品の小型
化を進めてきたところ、自由度の高い設計を可能とするには樹脂接着剤による固定が不可欠となった。
しかし、封止パッケージ内に有機樹脂を用いることに関して、アウトガスによる光学部品への成膜が
懸念事項として持ち上がった。そこで、高温下に長時間置かれた場合や未硬化樹脂があった場合を想
定した分析実験を行って信頼性に影響を与えないことを示し、樹脂接着剤の使用を可能とした。この
結果を基に部品の樹脂接着剤固定を採用したFBTレーザモジュールを開発し、消費電力は24%低減、
光出力は15%向上の高性能化を実現できた。












